繰り返し囚人のジレンマゲーム
1 目的
この講義では、はじめの内は、いろいろな人々が一人ひとり行動してそれぞれの結果に至るまでについて、仮説を立てる練習をしてきました。次に複数の要因が影響を及ぼすような仮説（相乗効果）について扱ってきました。先週は、二人の間の相互作用についてヤマアラシジレンマを例に考えてきました。今日は、複数の人々の間の相互作用について繰り返し囚人のジレンマゲームを例に考えてゆきましょう。

“ゲーム”を通して「つきあい方」を科学することを紹介します。自分勝手な人と、つきあうにはどうしたら良いだろうか。身近ないじめ問題から地球規模の環境問題まで、一人ひとりが協力すれば解決することはわかっているのに、実際にはなかなか解決できません。原因を探ってみましょう。
2 本日のゲーム

　繰り返し囚人のジレンマゲームという名称がついています。アメリカの司法取引の現場をモデルにしたからです。

　つきあい方を科学するための道具として、ゲームを導入します。本日のゲームは、アメリカの研究者ロバート・アクセルロッドが世界の研究者に呼びかけ、トーナメントを行なったゲームを参考にしています。
3 ゲームの手順

　ゲームの手順を以下に箇条書きにします。
1. お一人対戦相手を選んでください。お互いの氏名と学籍番号、ケース番号を記録用紙に記入してください。

2. お互い同時にパーかグーを出します（注意：お互いに相談してはダメです）。お互いの手を記録用紙の表に記します。そして自分の得点を以下の3～4にしたがって付けます。
3. 二人ともパーならば、お互いに3点得点できます。二人ともグーならば、お互いに2点ずつ得点できます。

4. どちらかがパーで、もう一方がグーの場合、パーを出した方は1点、グーを出した方は4点得点できます。

5. 10回繰り返してください。10回終わったら、あなたの得点の合計を記録してください。

6. 10人の対戦相手とゲームをしたらそれで終了です。

7. すべての対戦相手とのゲームにおける「自分の得点」の総得点を計算してください。最多総得点者を勝ちとします。

4 ゲームの意味
【1】お互いが協力すれば、メンバー全員にとって良い結果になることはわかっているのに、協力できない場合が、世の中には多々あります。身近な例では、みんなで教室や部室の掃除をすることを思い浮かべてください。全員が一生懸命掃除すれば、早く終わります。みんなにとって良い結果です。しかし一人ぐらいタラタラ掃除していても、そんなに終了時間は変わりません。そしてタラタラやっているうちに、他の人が掃除をテキパキ終わらせてくれたら、ラクです。けどみんなが自分にとって有利な「タラタラ」を選択すると、結局、なかなか掃除が終わらなくて、全員が「テキパキ」を選択するよりも悪い結果になってしまいます。

【2】ポイントは、次の3点です。①一人ひとりに協力するか、非協力するか選択権がある。②一人にとっては協力するよりも非協力する方がトクである。③全員（または比較的多くの人）が非協力を選択した場合、全員が協力を選択した場合よりも、メンバー全体にとって悪い結果になる。この3条件を満たした状況を『社会的ジレンマ』と呼びます（繰り返し囚人のジレンマゲームは一例です）。
【3】このような例は、身近な問題でも多々あります（私の周りにもたくさんあります。ほとんど毎日見かけます）。身近な問題ばかりか、環境問題や国際関係など地球全体にかかわる問題にも当てはまります。地球温暖化問題がわかりやすい例かと思います。
　クーラーの温度を控えるか（協力）、ギンギンに冷やすか（非協力）かは、私たち個人にゆだねられています。みんなが協力すれば、地球温暖化ガスの発生が抑えられ、砂漠化による食糧不足や大災害、疫病の蔓延、海面上昇による都市の水没などが防げます。しかし一人ぐらいギンギンを選択したってあまり変わりません。けど多くの人が、自分にとって有利な「ギンギン」を選択すると、地球温暖化はどんどん進み、このままだと人類滅亡です。

【4】いろいろな会社で、仕事上のアイディアを共有する社内掲示板（コンピュータシステム）を作成することがあります。うまくいけば、アイディアを共有でき、会社全体にとってよい結果をもたらしそうです。私も関わったことがあるのですが、見事に失敗しました。なぜでしょう。一人ひとりはアイディアを見せるか（協力する）見せないか（非協力）かを選択できます。全員が見せ合えば、会社全体の仕事はうまくいきます。けど自分のアイディアは自分だけで独り占めして、他人のアイディアはもらっておけば、自分にとって一番有利です。

【5】ポイント①・②・③が今日のゲームに取り込まれています。お互いが白を出せば、お互いが3点もらえます。お互いが黒を出してしまえば2点に減ってしまいます。では白を出せばいいかというと、そうではなくて、相手が白を出してくれたときに黒を出せば、4点ももらえてしまいます。そして白を出した方は1点しかもらえません。相手が協力（パーを出す）したときに、裏切れば（グーを出す）自分はトクをするのです。
【6】さて、こんな状況のとき、どうすればよいのでしょうか。聖書の「右の頬を叩かれたら左の頬を差し出す」という教えのように、どんな相手でも常に協力すれば、良いのでしょうか。それとも非協力を選択すればよいのでしょうか。もっとよく考えて相手の手に応じて態度を変えるべきなのでしょうか。もしそうだとしたらどんな戦略がいいのだろうか？
【7】私がこのゲームを始めて知ったとき、そのときの自分の生き方で試して見ました。例としてご紹介します。私の戦略は「仏の顔も三度まで戦略」です。初めはパー（協力）を出します。一手目に相手がグー（非協力）を出してきても、パーを出します。相手に「自分はあなたを信じている」ということを態度で示します。けど何度か試してそれでも相手が協力してくれないときは、非協力を出します。その後、相手が協力を出し始めても、もうゼッタイ許しません！という戦略でした。偏狭です。ココロが狭いです。こんなことでは、なかなか結婚できません…
【8】ではあなたはどんな戦略を取りますか？　自分の人生の戦略で試して見るも良し、一番になるために最高の戦略を考えて見ても構いません。では試して見ましょう。
【9】このゲームについてはたくさんの研究があります。それらが紹介されていて読みやすい本を最後に紹介しておきましょう。答えは自分で考え、そして調べ、さらにいままでの研究を超える答えをあなたが考えて見てください。
【10】今日、紹介したアクセルロッドのトーナメントはたいへん注目を集めました。しかし社会的ジレンマ問題はこの世の中に満ちています。アクセルロッドの研究成果は決してどんな社会にでも当てはまる万能薬ではありません。まさに情報文化学の出番ですね（いままでの講義をご参照ください）。現実の問題にゲーム理論を応用し、解決の道を探るという研究はいかがでしょうか。
【11】今日のところであなたが考える最強戦略を、本日の質問意見表にお書きください。
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